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基調講演

のれんを守る，のれんを育む

畑　正高 氏
（株式会社松栄堂 代表取締役社長）

大山　それではお時間になりましたので，これか

ら基調講演を始めさせていただきたいと思いま

す。今日，基調講演に，株式会社松栄堂の代表取

締役社長，畑正高様にご講演をいただきます。ま

ず最初に畑様のご紹介をさせていただきます。昭

和 29 年京都生まれ，大学卒業後に香の老舗の松

栄堂に入社をされます。平成 10 年に同社の代表

取締役社長に就任をされます。香文化の普及，発

展のため，国内外での講演，文化活動にも意欲的

に取り組まれておられます。平成 16 年，ボスト

ン日本協会よりセーヤー賞を受賞され，環境省の

かおり環境部会の委員，それから京都府の教育委

員会の委員長をなさっておられました。そして同

志社女子大学の非常勤講師も務められておられま

して，著書には淡交社から出されている『香清

話』，それから『香三才』，そして関連書籍として

『香千載』などを出されておられます。それでは，

今日はタイトル，「のれんを守る，のれんを育む」

として，畑社長にご講演をいただきます。それで

は畑様，よろしくお願いいたします。

畑　皆さん，こんにちは。今日は貴重な時間をい

ただきありがとうございます。今ご案内いただい

たように，「のれんを守る，のれんを育む」とい

うタイトルにいたしました。おつき合いいただい

たら嬉しく思います。私の会社は京都で，お香と

いう日本の伝統的な香りを作ってる会社でござい

ます。烏丸二条という，同志社大学の場所を

ずーっと南へ，京都駅のほうへ行っていただく

と，京都御所の同志社とは反対側にあります。ぜ

ひお立ち寄りください。伝統産業といわれて京都

にさまざまな業態があるんですが，その中の一つ

と認識していただいてると思っています。およそ

創業から 300 年ぐらいの時間は流れています。そ

れは事実として大事にすべきことですけども，何

ら将来を保証してくれる約束でも何でもないわけ

ですから，30 年後に対する約束ではないという，

大きな勘違いをしないようにというのは，常に自

分自身に言い聞かせてることです。それから，不

易流行，温故知新，いろんな言葉がありますが，

常にイノベーティブな発想と創造力，そういうも

のを大事にしないといけないと，社内では話題に

しています。

　お香というと，皆様はどんなイメージをお持ち

いただくでしょうか。私たち，私も含めて街に出

かけると一人の消費者なんですが，さまざまな情

報，実は情報といいながら断片的な情報，思い込

み，勘違い，理解不足，迷信というふうな，当事

者からいうと困ったなと思うような状態で，消費

者の皆さんはいてくださるわけです。私の立場か

らいうと，お香というのは日本の伝統的な香り，

五感の一つの嗅覚にかかわり続けてきた，非常に

幅の広い生活文化と考えています。例えばにおい

袋もお香なんですね。伝統的な茶の湯で使ってい

ただくお香とか，香道という専門的な芸道文化も

あります。そして，線状にして作ることができる

ようになって，お線香というものが生活革命を起
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こした。それが江戸時代に広まって，私たちのよ

うな生業も生まれたと思っています。

　悲しいかな，お線香というのは仏様だけのもの

だという大きな勘違いを持たれてしまうように

なった歴史があります。私が 40 年ほど前に会社

にかかわってからは，線状のお香こそが実は日常

に一番使いやすい，合理的なお香だということを

啓蒙活動をさせてもらうのが，私の仕事のように

なっています。いろんな切り口があるんですが，

まず歴史に学ぶ楽しさということを常に実感すべ

きだと思うんです。それは逆に言うと，歴史を持

たない人たちというのが世界にはいらっしゃるん

だという気付きです。私は幸せなことに京都で生

まれ育って，今も生業を京都でしているのです

が，別に京都だからじゃなくて，日本文化圏とい

うのをまじめに，一歩立ち止まって，自分の背景

に学ぶ姿勢を持てば，日本文化圏というのがどう

いう文化圏なのか見えて来ます。それはもう本当

に計り知れないほどの深いコンテンツ力を持って

るわけです。歴史を持つ者の幸せというものを常

に実感するわけです。自分も後ろに一歩，二歩と

バックワードすることで，自分の今立ってる場所

というのは，また見え方が変わります。すると，

実は先輩世代の人たちは自分の後ろにトンネルを

掘ってられたとか，鉄橋を架けてられたとか，ど

こへ行こうとしておられたという，先輩たちの活

動の方向も見えてくるわけです。すると，自分が

次に踏み出すべき一歩は，どこの方向に，どうい

う歩みを持つべきなのかというのも，おのずと見

えてきます。それは自分の好きでやってるんじゃ

なくて，社会性という大きな流れの中で自分たち

の責任として前向きに担っていくことなんです

ね。

　温故知新という言葉がありますが，自分自身が

生きてる以上は 21 世紀に前向きに知新してるわ

けですから，あえて知新なんていう言葉をあんま

り意識しなくていいというふうに考えています。

それが温故の実践と考えています。歴史に学ぶと

いうのはどういうことかというと，例えば貝原益

軒という方の肖像画に，ある博物館で出会いまし

た。確か福岡の博物館だったと思います。この肖

像画の前に硯とか書物が描いてあるんですが，同

時にお香が焚いてあるんです。やったーと思っ

て，貝原益軒という有名な学者は，やっぱりお香

の香りの中で読書されたり，ものを書いたりされ

たんだと確信します。貝原益軒という方のことを

調べると，1630 年ぐらいに生まれて，1714 年に

亡くなっておられます。1700 年頃ということは，

日本が鎖国に突入して海外とのコンタクトを断た

れて久しい。しかしながら，その前の南蛮交易で

ものすごい物流が活発だったときの交易品が，京

都とか江戸なんかにあふれ出して，それを日本の

英知が品質などを見極めて，使い方を工夫された

時代，それが寛永文化，元禄文化という時代なん

ですが，その時代の名を残す人が，お香を身近な

ところに使ってられたという現実に出会うわけで

す。また，石田梅岩という方のお名前に出会って

資料館を訪問したら，石田梅岩という，京都の商

いの中から道徳教育をおこされたという有名な学

者も，お線香が生活の身近にあったことを知りま

した。やはり石田梅岩も香りを楽しまれたのかと

思い，石田梅岩を研究をされる先生方に聞きます

と，いやいやそうじゃなくて，自分の講義，寺子

屋みたいにして人々にものを語るときに，時を計

る道具として線香を使ってられたんだというふう

なことに出会いました。実はこの石田梅岩の活躍

された時代が，私の家がこういう商いをおこした

時代でもあるんです。なるほど，線状のお香とい

うのは生活に革命を起こしたんだと，単に仏様に

使うものではなくて，火を絶やさないために，あ

るいは時を計るために形成され，そして平安時代

から伝わるような香料のレシピをここに練り込む
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ことによって，ほかにはない高度な香りを醸し出

すことができる，すごい生活革命が起こっていた

ということを実感するわけです。それを，今日の

年代の消費者の皆さんにいかに伝えていくかとい

うのが，私たちの仕事だと感じています。

　香りを楽しむためには，中国や東南アジアから

天然の香料を日本に運んでもらう必要がありまし

て，これは聖徳太子の時代から今日，そして未来

の日本で天然の素材を楽しもうと思うと，こうい

うことが続くわけです。地球温暖化の話とは全く

別の世界の話であります。実は石油と一緒なんで

す。日本国内で文化的な，あるいは高度な，高品

質な生活を享受していこうと思うと，他の国々の

産品を運んでいただいて，そしてそれを使いこな

す知恵を持ってる私たちが，レベルの高い文化的

な生活を享受できるという，このハード環境とソ

フト環境の関係性も見えてきます。ですから私た

ちは，こういう香料，漢方薬でもあるんですが，

こういうものが実はいかに貴重品かということを

経験として認識しており，それを使いこなしてい

く知恵というのは，歴史が育んできた知恵という

ことになります。

　仏教のうえでお使いになるお香なんですが，ど

うしてそれが香華灯明として，明かりを灯し，花

を飾って，お香をたくのか。仏教といいますと，

多くの宗派に分かれて長い歴史があるのに，実は

この三つの一番基礎になる仏前の荘厳は，誰も疑

いを持たずに，大きなお寺のご本堂でも，家のお

仏壇でも，野辺のお地蔵さんの前でも，この三つ

をきちっと整えるのです。それにはとんでもない

普遍的な意味があると私は信じています。それが

いったい何なのかというのを問い詰めて，自分の

言葉で語ることが，やはりこういうお香に携わる

私たちの仕事だと感じるんです。また，そういう

ものを多くの方が，とても京都的な生活文化，あ

るいは日本的な文化として認めてくださると，こ

れは歴史が育んだ説得力だというふうに感じてい

ます。そういったことを含めて，香という文字 1

字で表現される生活文化とその歴史を，私たちは

メーカーとして商いさせていただく。それが私た

ちの家業から発展した，まだ小さい活動ですけれ

ども，松栄堂という会社の本業だというふうに思

うわけです。

　よく家訓について聞かれるのですが，私の家に

は書いて伝えたというものはありません。口伝と

して祖父から聞かされて，またその祖父の言うこ

とを，嫁いできた母がなるほどと納得して，私に

語ってくれた言葉として自分の身が染められたと

いうか，そういうふうに感じるんですが，「細く

長く曲がることなく，いつもくすくすくすぶっ

て，あまねく広く世の中へ」広がりを持つように

語り続けています。お線香というのは細く，そし

て曲がっていたのでは商品価値はありません。き

ちっと真っすぐ。そして，そこに存在してても，

火がついてないと仕事はしてないんですね。です

から火をつけてもらうのですが，花火のように

人々の意識をぐっと引きつけるような強い火もあ

れば，ものを焼いたり料理したりするような炎も

あるんです。でも私たちの火というのは目立つ必

要もない，しかしながら小さく，くすくすくすぶ

り続けているということがお香にとっては非常に

大事で，そして特定の社会とか，特定の人たちと

か，特定のジャンルとかそういうところにだけ集

中的に届けようという発想ではなくて，あまねく

広く，今の時代でしたら日本国内だけじゃなくて

海外も含めて，広く日本の伝統的な香りに価値を

認めてくださる方々に出会っていくことというの

が，私たち松栄堂の仕事だというふうに考えてい

ます。

　よく伝統と革新という言葉がありますが，私は

常に「革新が伝統」だと，確信を持って考えてい

ます。歴史を学べばわかるんです。例えば千利休
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という方のことを思っても，どれほどにその時代

の革新的な方だったかということです。言いだす

ときりがないですが，それが社会性という力を得

て，歴史に実績を残してきて，それが伝統として

振り返られるわけですから，私たちは別に伝統を

作ろうなんていう意識を持つ必要は全くないと思

います。ただ，伝統という歩みを自分のコンテン

ツというか，肥やしとして，そこに根を張って学

ぶかという姿勢が大事なんだと思います。

　松栄堂の生産現場では，竹べらを使って昔から

の作り方をしてる「香房」という現場と，ボタン

一つでかなりまとまった大量のものを生産してい

く「香場」という現場，この二つが常に並行して

稼働しております。どちらがあるからいい，ある

いはどちらを残そうとかそういう話ではなくて，

両方をめりはりを持って，自分たちの生産力とし

て運営していこうという，そういう発想を常に

持っています。その一方でまた，もっと新しい生

産方法もいろいろ挑戦しようとしています。答え

を言ってしまうと簡単なことで，皆様が口に入れ

るタブレット，あるいは錠剤などといった，薬を

作る打錠という技術でお香を作ります。すごく

しっかりした世界レベルの機械メーカーさんが

あって，薬をお作りになるための装置としてすご

い実績があって，今さら何も考える必要はないん

ですが，実は今まで作ってみえたジャンルでは，

7 センチのスティックとか，コイル型のものと

か，こういう複雑な形状は誰も挑戦されなかった

んです。しかしながら私たちは，こういう形状こ

そが実は非常に重要で，こんな複雑な形状のもの

を正確に，常に完璧に作る技術というのは，松栄

堂が培ったここ 30 年ぐらいの技術だと思います。

　下にあるような紅葉や菊の形は，もちろん伝統

的な形状ですけれども，こういうものを安心して

伝統的な使い方で使っていただくというのも非常

に大事な要素だと考えています。

　例えば火をつけると煙が出ます。火がある以上

は煙がなくなっては絶対いけないと思いますか

ら，煙のないお線香というものは，松栄堂は絶対

に市販してはいけないというのが私のポリシーな

んです。しかしながら，その火や煙をコントロー

ルする技術というのは非常に重要で，何％ぐらい

に最終的な商品としてまとめるかというのは，技

術的に非常に大事に研究，あるいは実践していま

す。

　パッケージングについても，いかに共通パーツ

化をして，環境素材のあるべき姿というものを考

えるか，というのも重要な課題です。そしてこの

短いスティック状のお香を焚いていただくために

は香立てが必要なんですが，従来は陶磁器とか，

あるいは金属とか，私の若い頃は耐火プラスチッ

クなどで非常にたくさん供給したものですけど

も，耐火プラスチックなどは石油産品ということ

で，環境によくないという論調の中で，何とかそ

れに代わるものをと苦心しました。海外生産でコ

ストの安いものを，という発想は一切社内ではよ

しとしなくて，何とか，という中で，先ほどの打

錠のあの機械が，この新しい香立を非常に低コス

トでたくさん，安定して作ってくれるようになり

ました。もう，じゃらじゃらとたくさん持って

帰っていただいたら結構かと思います。そして，

お使いになったら庭先へぽいと捨てていただいて

も，雨に打たれて普通の土にかえってしまいま

す。実は原料は土なんです。そういった開発，実

践ということも前向きに取り組んでいます。

　日本の山に木を植えようという，モデルフォレ

スト事業というのがあるんですが，松栄堂はやっ

ぱり香料産業というか，香料をたくさん使わない

と，私たちの伝統的な技術は発揮できないもので

すから，私たちが木を植えるのは，京都の山とか

日本の山ではなくて，東南アジアの山に植えるべ

きだということで，たくさんはできませんがチー
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ムを組んで，東南アジアに出向いて，現地の人た

ちと一緒に汗を流して，さまざまな植林に挑戦し

ます。この植えたものが私たちのものだなんて全

く考えていません。これをすることで何が一番魅

力かというと，私たちの香料を生み出す地域や

人々っていうのは，どういう現場で，どういう人

たちなのかということを，自分の身をもって体感

して学ぶことだと思うんです。例えば京都で雨が

降りました。今日は雨かと思って，そうか，あそ

このスコールはすごかったよな，というふうなこ

とをやっぱり思い出せる，また人に語れる，それ

が非常に魅力的で，身をもって現場に足を運ん

で，体験して，それを世代を重ねて先輩から後輩

へというふうに，重層的に資産として作っていく

わけです。

　また，日本の香り文化というのはとても日本的

で，日本文化の一つだという認知をいただくこと

がたくさんあります。海外のさまざまな機会をい

ただいて，美術館とか大学とか，あるいは在外公

館とかそういうところで，日本の香り文化の実践

的な紹介，あるいはレクチャー，あるいは研究と

いうことにも取り組んでいます。

　香りについて立ち止まって考えてほしいという

願いを強く持っておりまして，何もお香だけじゃ

なくて，私たち人間は五感という感覚を駆使して

日常を積み重ねるわけです。情報化社会とか，い

ろんな言葉で今の現代を呼びますけども，情報社

会の現実というのは，私は視聴覚の革命だと思っ

ています。五感のうちの視覚，聴覚の二つがデジ

タルワールドで革命を起こしています。しかし，

触覚，味覚，嗅覚という，物質と出会わないと本

来の情報は得られないという，とんでもないプリ

ミティブな，原始的な情報を得る器官があり，そ

ことのバランスの取り方というのは，視聴覚の

ウェイトが高くなれば高くなるほど，立ち止まっ

て，そこのずれを時々直す必要があり，そしてそ

れをまた次の世代の子どもたちに，そのことを一

緒に実践して体験してもらうという責任が私たち

にはあると考えています。そういう意味で，香り

について立ち止まって，エッセイにまとめてみま

せんかという呼びかけを始めるようになりまし

た。藤本義一先生に審査委員長をずっとお務めい

ただいたんですが，今は鷲田清一先生に審査委員

長を務めていただいてます。泣かされたり，笑わ

されたり，楽しいエッセイを，本当に全国，ある

いは世界の方々からもいただいて，毎年コンテス

トをさせてもらいます。「お香とお茶の会」とい

う催しもございまして，実はこの会は，この 1 年

間，新型コロナ感染症のために全くできなくなり

ましたが，寄り合ってお茶をいただく，お菓子を

いただくという，そういう伝統的な茶の湯とか聞

香という芸道文化を体験，体感していただく催し

です。その道にいらっしゃる専門家だけじゃなく

て，一般市民の皆様も，学生さんも，気楽に身を

もってそこに座ってみるという，そういう機会作

りというのを，これも長く，年に 1 回ですけど

も，東京や札幌も含めて主催をしております。

　京都の烏丸二条に本社がありますが，そこに薫

習館という建物をオープンしております。ぜひお

出かけください。先ほど申し上げたように，今の

社会というのはデジタルワールドが非常に前に強

く出て，視聴覚で情報を得たかのように感じてし

まうんですが，実際の香りの情報というのは，実

際に現物に出会ってもらうことが本当に大事だと

思います。例えば有名な香料で，ジャコウがあり

ます。ムスクですね。フランスの香水でもムスク

の香りっていうと，本当に最高級，日本のお香で

も，平安時代のレシピを見ると，ムスク，ジャコ

ウの比率というのが非常に高くあることがわかり

ますし，例えば演歌の歌の中にもジャコウの香り

なんていうのが出て，キャラの香りとか，いろん

な有名な香料が出てくるんですが，本当のジャコ
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ウの香りをご存じの方ってほとんどいらっしゃら

ないんです。そういった匂いに直接出会ってもら

う現場があります。それは，ここへ足を運んで，

自ら一歩踏み込んでいただかないと出会えない。

しかし，その気になれば，いかにも簡単に出会え

る，そういうテーマパークだと私は思っていま

す。テーマパークっていうのは，立派な施設だけ

がテーマパークではなくて，一人一人が仕掛けの

面白さっていうのを自分たちの中に発見すること

だと思うんです。それは本当の香りに出会おうと

か，あるいは歴史的な文章の一節の現場に立って

みようとか，そういうふうな仕掛けを自分で設定

し，見つけて，そこに身を置くことが，テーマ

パークとの出会いだと思います。この薫習館の 1

階に「かおりボックス」というのがあって，この

三つの大きな箱に首を突っ込んでもらうだけで，

お香といっても香りがいろいろ違うんだと体験し

てもらえます。奥のほうの柱へ行きますと，さっ

き申し上げたムスクの現物の匂いであったり，天

然の匂いの体験ができます。ぜひ機会があったら

お出かけください。

　私の仕事の一つに，Lisn というブランドがあ

ります。小さなブランドなんですが，このブラン

ドの世界に出会ってくださった方は本当にファン

になってくださいます。私の仕事は，お香という

伝統的な日本の香りを作ってお届けすることです

が，先ほどの烏丸二条の本店には，本当にたくさ

んの方が来てくださるんですが，それはお香とい

うものに目的意識をお持ちいただいた方が，お買

い物ももちろんですけども，例えば卒業論文で

『源氏物語』の中に出てくる香りっていうのはど

ういうものか聞いてみようとか，製造現場を見学

したいとか，いろんな目的で来てくださるんで

す。たくさんの方が来てくださるので安心してた

ら大間違いで，圧倒的なその他の方は，ここを通

り過ぎておられるだけなんです。ここに立ち止ま

ろうなんていう発想を全く持ってられない方が圧

倒的なんです。普段，気にも留められない方が

もっと圧倒的なんです。そういう方々が，何こ

れ，といって立ち止まってくださる，そういう発

信の仕方を私自身が仕掛けておく必要というのを

すごく感じるわけで，それが Lisn なんです。

　若い頃の経験ですけれども，アメリカのある

ショッピングモールを歩いておりましたら，ある

食材店でバケツに入ったヒジキ，アラメ，ワカメ

が売ってありました。私が見て，ヒジキとアラメ

はわかりません。乾燥したその二つのものを見

て，書いてあるからこれヒジキか，これアラメ

か，アメリカで初めて乾燥したものを手に取った

みたいなことですが，考えてみたら，ヒジキ，ア

ラメ，ワカメなんて，とても fishy なものを，ま

さか醤油味で炊いて食べてるはずはなくて，全部

水で戻して，サラダに乗せて，ドレッシングをか

けて召し上がってるわけですね。なぜそうするか

というと，これらが海のミネラルをいっぱい含ん

でて，健康食品だということを知っておられるか

らです。そういうときに，ある Fusion cuisine な

んていう，ちょっと最先端いくようなレストラン

のメニューの中に，Shiitake というのを見つけま

した。それを向こうのレストランの人は，シイタ

キと呼んでたように思うんですが，それがシイタ

ケとはわかりませんでした。私はそういうメ

ニューを見ると，いつもポータベロマッシュルー

ムとか，そういうヨーロッパのマッシュルームな

んかを探したりするんですが，まさかシイタケが

ポータベロなんかに肩を並べて，Fusion cuisine

のレストランのメニューにあるなんて，その当時

思わなかったんです。そういうときにまた出会っ

たのが，Not Dog です。これはスペルが間違って

るんじゃなくて，私が行ったお店のメニューには

Not Dog と書いてありました。私は最初，ホット

ドッグの間違いだと思って，お店の人に，間違っ
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てるよって本当に言ってしまったんですね。でも

それは Not Dog で，そのベジタリアンのそのお

店では，「うちはホットドッグなんて売ってない

よ」と。なんとそのパンの中に挟んであったのは

ステーキされたお豆腐でした。もう本当にびっく

りして，ホットドッグを先入観として持ってし

まってた私は，全く視野が固まってしまってて，

面白い提案だなと思ったわけです。それから

Leotard にも学びました。この言葉に初めて出

会ったのは英語のテキストブックでした。辞書を

引いてみると，舞踏用練習着と書いてあるんで

す。今も辞書を引けばそう書いてあると思いま

す。そのとき私がイメージしたのは，サンクトペ

テルブルグの雪が降る冷たい街の中に，どーんと

重厚な建物があって，その 2 階の窓辺なんかに

そった鉄の棒を手にしながら，先生の指導の中で

クラシックバレエの練習をしてる女の子たちのコ

スチューム，舞踏用練習着ですから，足元はもち

ろんトウシューズで，着てるコスチュームは白か

黒か紺か茶色ぐらいのものをイメージしたんで

す。実は Leotard の本当の意味はそれで良いので

す。しかしながら，それを私が英語で勉強したの

と前後して，日本の国内の商店街にカタカナで，

レオタード入荷っていうふうなことが書かれてる

街並みになったわけです。それは皆さんがよくご

存じの，ファッショナブルでとてもヘルシーで，

そしてボディコンシャスで，ジャズダンスとかエ

アロビクスなんかに，そうして足元はトウシュー

ズでなくて，ルーズソックスみたいな，ちょっと

ごっついソックスにテニスシューズみたいな感じ

でしたか，そういうスポーティーなコスチューム

だったんですね。一つの言葉が全く新しいジャン

ルをマーケットに築いていく姿を目にしました。

そのことが，私が日本で香というものを，香とい

う言葉でしか話していなければ，もうそれは消費

者の先入観の中に自分から踏み込んでいくことし

か で き な い こ と を 気 づ か せ て く れ ま し た。

Incense という言葉を使うことで，全く新しい土

俵を築いていくことができるということに気がつ

いたんです。逆に，Incense という言葉をアメリ

カで言いますと，アメリカ人のすべての人がその

言葉をもちろん知ってまして，彼らの先入観の中

で，私の英語力で日本の伝統的な香りの世界を説

明するのは不可能でした。しかし例えば KOH と

いう言葉を使えば，何それと聞いてくれますし，

『源氏物語』って知ってる？っていえば，聞いた

ことあるみたいな話になるわけです。あそこに出

てくる香りが僕の仕事って言ったら，ちょっと

待って，1000 年も昔の香りを，君，仕事にして

るのと，すごく関心を持って耳を傾けてくれま

す。というふうに，もちろん自分の本業は香とし

て，絶対的な責任のあるバトンを預かってるわけ

ですから，このことを会社のみんなと一緒に大事

に育み続けるわけですが，それと同時に新しい可

能性がそこにあるということも，楽しくて仕方が

ないわけです。そういう意味で，この lisn とい

うのも，ぜひ皆さんに一度お立ち寄りいただきた

い，私たちのサイドブランドになります。2008

年に広辞苑が改訂されたときに，カタカナの「イ

ンセンス」という言葉が広辞苑に収録されまし

た。本当にうれしかったです。社内の担当してる

人間は，やったーという感じで，一つの生活文化

が日本の国内に定着しだしてるという実感を得た

瞬間でもあったのです。 

　京都府はインドネシアのジョグジャカルタ州と

姉妹州，姉妹府を提携していますが，昔，大きな

震災があり津波でひどいダメージを受けられたこ

とがありました。大概，支援金や支援物資を送ろ

うという発想になるんですが，そのときに，ジョ

グジャカルタで生み出されるさまざまな生産品を

日本でマーケティングすることも，彼らの未来の

一助になるという提唱をされる方があって，私た
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ちもそれに参画をすることになりました。バ

ティックとかルリックという，現地のテキスタイ

ルを使って，におい袋を作ったり，お香を入れる

香合を作ったりということを始めました。しかし

日本の百貨店の店頭に置いてもらうことは難しい

ものでした。というのは，色落ちがするとか，も

ちろん水に濡れたりするとダメージがきつかった

んですが，ほかのものに色を移してしまうとか。

どういう染料を使ってるかとか，安全基準の問題

とか，当初難しかったんですが，そういうものを

現地の人たちと膝を突き合わしてさまざまな勉強

会をする中で，安定的な，そして日本の百貨店の

店頭でも責任を持って売らせていただけるように

なりました。大きな仕事にはなりませんが，長続

きしてずっと続けてるという仕事が楽しくて仕方

ありません。　

　革新が伝統，いろいろ切り口はありますが，

「春はあけぼの。やうやう白くなりゆく山ぎは，

すこしあかりて，紫だちたる雲のほそくたなびき

たる。」と，『枕草子』の冒頭の文章ですが，この

文章は日本人なら，子どもさんから，おじいちゃ

ん，おばあちゃんまで，誰もが耳にして知ってる

フレーズです。でも，「春はあけぼの。やうやう

白くなりゆく山ぎは」っていうのは，京都の東山

の山際だということまで踏み込んで考えてる人っ

て本当に少ないのです。実はこの京都というテー

マパークで，東の山がゆっくり白んでいく春のあ

けぼののイベントというのは，毎年繰り広げられ

てるわけです。ですから，年間パスを買って何回

も通う楽しいテーマパークももちろんいいんです

けれども，全く無料で，自分自身のちょっとした

気づきで，歴史のコンテンツの中に遊ぶ面白さと

いう，そのための仕掛けが自分の中で発見できる

かどうかというのは，一人一人に委ねられてると

いうことを気づかされるわけです。歴史に学ぶと

いうのを繰り返しますが，伝統への責任ですね，

これは別に京都だからではありません。どんな立

場であっても，日本人，日本文化圏，日本語を使

うということがあれば，日本文化圏に対する責任

があります。そしてさっきも言いましたように，

古いものを預かるだけではなくて，新しい土俵を

作り出すこともチャンスがあるということ。それ

から，既成概念にとらわれずに，それを打ち破っ

て新しい提案をするということ。それから，めり

はりをきちっと，責任を持って楽しむということ

ですね。中途半端にオーバーラップさせたり，中

途半端に真ん中を取ったりというのは，やっては

いけないことだと私は思っています。それから，

自分自身が楽しい，だから提案したいという，本

当に好きになることだと思います。

　例えば絵一枚に出会って，あれ，お香を焚いて

いると思うわけです。絵の様子から少し考えてみ

ると，江戸時代初期ぐらいかなということにたど

り着きます。そして細かく見ると，3 人の方がお

香にかかわってることが分かります。縁側にいる

人は髪の毛をさわってもらってるんですが，後ろ

の人の左手に香炉があります。ですから，髪の毛

を整える要素の中に，髪の毛に香りをたき移す，

薫髪という生活文化があったことがわかるんで

す。床に置いてある白い紙は，お香を包んでた畳

紙（たとうがみ），封筒のようなものですが，そ

ういうものも描いてますし，この 2 人の足元にあ

る絨毯を見ると，何かしら南蛮渡来っていいます

か，中国か，もう少し向こうのアジアの国から運

ばれてきた南蛮文化の余韻みたいなものも感じる

わけです。ひげのおじさんは，火箸を持って香炉

を左手のひらの上に乗せて，灰をさわってる様子

がわかります。お香を焚く準備をしてるわけで

す。そして，前の人と何か語らいながら，膝元に

は箱があるというふうに，お香をたく準備も楽し

いことがわかります。そしてもう一人，この柱に

もたれかかってる人は，手のひらに香炉を持っ
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て，もう一つの手でその上を囲って鼻元に近づけ

てる，立て膝をして座ってる。いろんな様子がわ

かるんですが，鼻元に持ってくる以上は，香りは

すごくほのかだと思うんです。さっきの髪の毛に

香りを移すたき方というのは，しっかり香りを焚

いて演出して，強い香りを髪の毛に移すわけで

す。というふうに，目的に応じて火の強さ，灰の

量，香炉の形，そういうものを使いこなしていく

様子もわかります。そして，一人静かに鼻元に香

炉を取り寄せて香りに向かうというのも，とても

静かな，情緒や情景の中に遊ぶ，そういう時間だ

ということが想像できます。柱にもたれかかって

立て膝をして。決して正座をしなければ，という

ことではないんですね。皆さんでしたらいかがで

すか。私だったらこのときに，ボサノバか女性

ボーカルのスタンダードジャズなんか聞きたいな

と思いながらいつも楽しむ絵なんです。そういう

楽しみ方を古くからしていたことが分かるし，私

たちもしたらいいんだということなんです。

　香炉に向き合って香りを鑑賞することを，聞香

といいます。香を聞くという言葉があり専門的に

はされてますが，私たちはどうしてもこういうと

きには正座をして，床の間のお軸をまず鑑賞す

る，そういう難しいものという先入観を持ってし

まうんです。それはそれですごく大切なことです

が，それでないといけないということではないと

いうことがわかります。正式な聞香の寄り合いと

いうのは，お家元のご指導のもとに，香道という

世界が今もきちんと伝わっておりまして，私たち

もこれを勉強させていただきますし，それはそれ

で非常にまじめに取り組むわけです。　

　私が仕事をさせていただく中でいろいろ感じる

ことの一つなんですが，私どもの会社の近くに京

都の御所という大きな市民公園がありまして，そ

このエノキの大木がとてもかっこいいんです。果

たしてこの木の目的はいったい何だろうと考える

ようになりまして，樹木の本懐ということを考え

るんです。エノキというのは落葉樹ですから，冬

になると葉っぱが全部落ちます。冬の日差しを受

けると，ものすごくコントラストがはっきりし

て，またかっこいいんですよ。2 月になって横に

ある梅園の梅が咲きだしますと大変綺麗で，まだ

エノキは葉っぱが全然ない状態ですが，これはこ

れでまた，とても立派です。いろんな時間に散歩

しますと，エノキの根っこに腰をかけて学生さん

が楽器の練習をしてたり，昼間に行くと，お年寄

りがここに腰をかけて休んでられたり，横の木陰

で子どもたちがお弁当広げて輪になってたり，あ

るいは絵を描かれる方や，写真を撮られる方なん

かが，いろんな楽しみをしてられたり。そして夏

になると，地面からセミがたくさん出てきて，こ

の木を登って，抜け殻を残して，地ゼミがたくさ

ん育っていきます。上のほう見ると，鳥の巣が

あったり，またほかの植物が寄生してたり，本当

にさまざまな社会性を持ってこの木は活躍してる

わけですが，果たしてこの木はこれが目的だった

かと思うと，そうではないんじゃないかと私は考

えるようになりました。根っこと土壌の関係とい

うのを誰も気にもしないんです。私も気がつかな

かったんですが，これだけ大きな木が，こうやっ

てここに育ってきたということは，これをここま

で育てることのできる豊かな大地がそこにあった

わけで，この木は誰に遠慮することなく，思い切

り根っこをここに張ることができた。その結果と

して，地上にこれだけの大きなパフォーマンスを

保ってるわけです。先ほど申し上げたようなこと

が，この木の目的だったんでしょうか。そうし

て，もしもその目的を全うしたことで，ここに

あった土壌という大地がレベルダウンして，劣化

してしまってたら，この木はここになかったほう

がいいということになります。この木の願いは，

自分もいずれはその一助となって，この大地の力
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になりたいというのが，この木の本懐だと私は感

じるようになりました。より豊かな土壌を，自分

自身もその一助となって次の世代に託していくこ

とは，多分，この木がここに存在する一番の大き

な理由だと思うんです。そして次の世代がその豊

かな大地に，またどんな根っこを張るのか，全く

それは次の世代の自由でもありますし，責任でも

あります。そして，そこでどういうパフォーマン

スをするのか，それは次の世代を信じることし

か，この木にはできないのです。というふうなこ

とが，実は世代を継ぐということの意味じゃない

かなと感じるんです。私たち，あるいは私の会社

が社会的なパフォーマンスとして，社会的に存在

して，そしてその結果，社会にネガティブな要素

を残していくんだったら，はっきり言って存在す

る必要もないし，その企業活動をするための根幹

になってるファミリービジネスが同じようなネガ

ティブな要素を持ってるんだったら，存在する必

要はないわけです。　

　新型コロナの感染症がこの 1 年続いて，今も厳

しい環境が続きますが，その間に私がちょっと感

じたことがいくつかあります。古い額が壊れかけ

て，もうその額は処分しようと思って，1 枚の写

真を取り出したんです。それは私の祖父母が若い

ときの写真で，後ろに男の兄弟 3 人が写ってまし

た。長男は私の父です。その写真は前から何度も

見てましたけども，傷んだ額を処分するために取

り出したときに，裏面に「復員記念」という字を

見つけたんです。それは私の祖父の字でした。非

常に端正な字で書いてました。昭和 21 年 9 月 1

日，終戦の翌年の 9 月 1 日，この日が私の曽祖父

の祥月命日なんですが，その日に家族みんなそ

ろって墓参をして，そして帰りに撮った記念写

真。長男，次男は中国大陸から無事に帰ってきま

して，三男は内地から帰ってきて，3 人の男の子

が本当に元気に，また顔を揃えてくれて，亡きお

じいさんの祥月命日に墓参ができたという，何と

もいえない表情なんですね。そのときに，周りの

親戚とかご近所には，帰ってこれなかった方，行

方のわからない方，あるいは白い箱に収まって

帰ってこられた方も，さまざまな現実があったと

思います。その中で，無事に五体満足で 3 人の男

の子が揃った，何ともいえない緊張感のある写真

だということに気づかされて，私の祖父や父の時

代にこういう現実があったというふうなことを思

うと，この 1 年，新型コロナに直面してる私たち

が，もちろん大変なんですけれども，ネガティブ

に悲壮感を持って，あかん，あかんと言っている

ほど知恵のないことはないと感じます。それより

も，さまざまな過去の歩みを知って，自分たちは

自分たちなりに，今の一日一日をどう重ねていく

かというのは，やっぱり前向きに考えるべきだと

つくづく教えられました。もう一つ思い出したこ

とですが，これは話題にしていいのかどうか

ちょっと分からないんですが，昔，テクノジャン

ボの機長さんの真後ろの席に，5 点式のシートベ

ルトを締めて，ある空港に着陸した，そういう体

験があります。安全の立場から機長さんはやって

はいけなかったことかと思うんですが，あのとき

の，本当にテクノジャンボですから，機長と副機

長さんがいらっしゃって，自分と 3 人の小さな空

間です。滑走路はどこにも見えないんですけど，

そこへだんだん飛行機が降りていって，ふっと気

がつくと，この小さな部屋の後ろに 350 人，400

人の命がぶら下がってるわけじゃないですか。と

んでもないことなんだという現実に気がついて，

本当に手がもう汗でべとべとになりました。その

ときの，パイロット，副パイロットのあの緊張感

と責任感，それと，どんな環境であっても自信を

持って対応しておられる，あの姿っていうのを私

は，このコロナの中で，会社の若いみんながいろ

いろやってる中で，自分の立場に照らして思い出
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した次第です。これからもまた，いろんなことが

続きますけれども，家業を預かるというのがどう

いうことかは，世の中にたくさん学ぶヒントがあ

ると思っています。

　このコロナの 1 年，弊社で始まってる新しい動

きの一つをご紹介します。

　「ことことワゴン」といいます。今，キッチン

カーが活躍してますが，その中にメロンパンの販

売車のように見える，実は私たち松栄堂の香りの

車が走ってます。特に関東方面で活躍を始めてい

るのですが，ぜひ探してください。見かけたら近

くへ歩み寄ってもらって，何これ？といって立ち

止まっていただくと，香りの楽しさというのを体

感してもらえると思います。こんなふうに，いろ

いろ新しい取り組みをしております。本当にあり

がとうございました。私も一緒にまた勉強してい

きたいと思っております。以上です。

大山　それでは，ご質問を受けたいところなので

すが，ちょっと時間の関係で，押してますので，

のちほど畑社長にはパネルディスカッションのほ

うにもご登壇をいただきますので，その中で皆さ

んからのご質問等にお答えをしていきたいと思い

ます。そうしましたら，畑社長，本当にすばらし

い話をありがとうございました。いま一度皆さ

ん，拍手をお願いいたします。

一同　（拍手）


